
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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吉
田
小
学
校
を
過
ぎ
県
道
１
０

６
号
線
を
多
古
方
面
に
向
か
っ
た

左
側
、
蒲か

ば

野の

台
の
林
の
中
に
共
同

墓
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
「
御お

塚づ
か

」
と
呼
ば
れ
る
供
養
塔
が
ま
つ

ら
れ
て
い
て
、
２
月
23
日
に
「
御

塚
講
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

供
養
塔
は
高
さ
約
80
㎝
、
正
面

に
「
日に

ち

賢け
ん

聖
人
」
と
「
日に

っ

泰た
い

大だ
い

徳と
く

」

の
２
人
の
日
蓮
宗
僧
の
名
と
年
号

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
賢
は
関
東
の
檀
林
で
学
ん
だ

後
、
指
導
的
地
位
で
活
動
し
た
も

の
の
宗
門
内
部
対
立
の
結
果
、
１

６
３
０
（
寛
永
７
）
年
に
遠
州
横

須
賀
（
静
岡
県
）
へ
流
罪
と
な
り
、

藩
主
預
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
泰
は
南
並
木
村
（
多
古
町
）

生
ま
れ
と
さ
れ
る
不ふ

受じ
ゅ

不ふ

施せ

派
の

僧
で
、
周
辺
村
で
の
活
動
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

不
受
不
施
派
は
幕
府
か
ら
禁
止

さ
れ
た
宗
派
で
、
２
０
０
年
近
く

に
わ
た
り
、
千
葉
県
内
で
は
多
古

周
辺
の
香
取
郡
内
の
村
々
な
ど
で
、

隠
れ
る
形
で
僧
侶
と
農
民
ら
の
信

仰
活
動
が
続
き
ま
し
た
。

　

不
受
不
施
派
で
は
幕
府
の
対

応
を
「
法
難
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

数
度
の
法
難
の
中
で
１
６
９
１

（
元
禄
４
）
年
の
法
難
で
は
、
江

戸
と
下
総
国
で
捕
縛
さ
れ
、
伊
豆

諸
島
に
流
罪
と
な
っ
た
僧
は
80
人

余
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
の
十
数
人
が
市
域
で
の
活
動
が

確
認
さ
れ
、
日
泰
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
日
泰
は
神こ

う

津づ

島し
ま

（
東
京

都
）
に
流
罪
と
な
り
、
そ
の
年
の

暮
れ
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

供
養
塔
に
は
、
元
禄
11
年
２
月

24
日
と
刻
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
日

に
塔
を
ま
つ
っ
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
し
ょ
う
。

　

吉
田
村
で
の
不
受
不
施
信
仰
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
約
60
人
の
内な

い

信し
ん

者じ
ゃ

が
知
ら
れ
、

１
８
４
０
（
天
保
11
）
年
の
法
難

で
は
、
村
人
13
人
と
顕
妙
寺
僧
侶

が
取
り
調
べ
を
受
け
ま
し
た
。

　

塚
の
上
に
は
「
御
塚
の
松
」
と

呼
ば
れ
た
樹
齢
４
０
０
年
を
越
え

る
と
い
う
松
の
大
木
が
あ
っ
て
、

そ
の
根
元
に
供
養
塔
が
ま
つ
ら
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

衰
え
た
大
木
を
切
り
、
１
９
５

７
（
昭
和
32
）
年
２
月
24
日
に
蒲

野
区
（
吉
田
地
区
）
の
御
塚
講
に

よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
区
の
10

人
余
り
に
よ
る
講
中
で
は
、
御
塚

講
と
い
う
題
目
講
を
開
き
３
２
０

年
前
か
ら
の
供
養
を
続
け
て
い
ま

す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

御
塚
講吉

田
を
歩
く吉田地区蒲野台にある共同墓地に

まつられた「御塚」

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

せ
き
せ
き
と
青
み
兆
し
て
霜
柱

せ
き
せ
き
と
青
み
兆
し
て
霜
柱  

内　

山

内　

山  

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

鶯
の
光
引
き
つ
つ
枝
移
り

鶯
の
光
引
き
つ
つ
枝
移
り  

若
潮
町　
　
　

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

風
の
舞
う
闇
を
透
か
し
て
虎
落
笛

風
の
舞
う
闇
を
透
か
し
て
虎
落
笛  

若
潮
町　
　
　

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

最
上　
　

峻

笑
っ
て
も
泣
い
て
も
師
走
飯
を
た
く

笑
っ
て
も
泣
い
て
も
師
走
飯
を
た
く  

長　

谷　
　
　

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

ぷ
か
ぷ
か
と
悠
々
自
適
冬
至
柚
子

ぷ
か
ぷ
か
と
悠
々
自
適
冬
至
柚
子  

高高  

山
﨑
智
恵
子

山
﨑
智
恵
子

仁
王
堂
静
か
な
り
け
り
松
な
か
ば

仁
王
堂
静
か
な
り
け
り
松
な
か
ば  

大　

浦

大　

浦  

江
波
戸

江
波
戸
廣廣
子子

若
水
汲
む
夫
の
役
割
代
る
妻

若
水
汲
む
夫
の
役
割
代
る
妻  

飯　

高

飯　

高  

安
藤　

建
子

安
藤　

建
子

初
氷
も
ろ
き
は
老
い
の
身
に
似
た
り

初
氷
も
ろ
き
は
老
い
の
身
に
似
た
り  

栢　

田

栢　

田  

伊
藤　

定
子

伊
藤　

定
子

手
袋
の
片
方
編
み
て
君
逝
き
し

手
袋
の
片
方
編
み
て
君
逝
き
し  

栢　

田

栢　

田  

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

我
ひ
と
り
「
初
夢
」
添
え
て
釜
始
め

我
ひ
と
り
「
初
夢
」
添
え
て
釜
始
め  

今　

泉

今　

泉  

須
貝　

玉
枝

須
貝　

玉
枝

石
段
を
見
上
げ
る
だ
け
で
足
す
く
む

石
段
を
見
上
げ
る
だ
け
で
足
す
く
む  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

古
稀
の
坂
石
段
登
る
荒
い
息

古
稀
の
坂
石
段
登
る
荒
い
息  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

石
段
の
手
す
り
頼
り
に
八
十
路
坂

石
段
の
手
す
り
頼
り
に
八
十
路
坂  

堀　

川　
　
　

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

石
段
を
登
り
ガ
ク
ガ
ク
膝
笑
う

石
段
を
登
り
ガ
ク
ガ
ク
膝
笑
う  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

石
段
を
登
る
晴
着
の
お
犬
様

石
段
を
登
る
晴
着
の
お
犬
様  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

石
段
が
雛
段
に
な
り
春
が
来
る

石
段
が
雛
段
に
な
り
春
が
来
る  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

子
の
ト
金
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い

子
の
ト
金
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
負負
け
将
棋

け
将
棋  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

一
人
言
他
人
に
は
見
え
ぬ
も
う
一
人

一
人
言
他
人
に
は
見
え
ぬ
も
う
一
人  

春　

海

春　

海  

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

ふ
り
そ
で
と
き
い
て
二
の
腕
連
想
し

ふ
り
そ
で
と
き
い
て
二
の
腕
連
想
し  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津
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